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2 Ep- 5　　　　若年女性の生活情報受容と衣服の購買行動

　　　　　　　　　　　　　　　　一離島と内地の比較-

　　　　　　文教大短大a曳川　雅美　大妻女大人間生活科学研究所　大滓清二

　[目的]現代のような情報化社会において消費者ｶt衣服を購入する際，様々なコミュニケー

ションメディアによる情報の影響を受け，衣服の材質や機能性よりも記号性や差異性が重

視されている．そして，情報を受信しなければ着用したいと思わないような衣服を情報に

よって購入するという現象も起きている．しかし，この現象が衣服の市場が充実していな

い離島のような地域においても該当するか否かは不明である．そこで本報告では離島と内

地に居住する若年女性の衣服の購買行動の相違について検討することを目的とした.
　[方法]東京都の離島，八丈島および青ヶ島に居住している18歳以上40歳未満の女性

91名，および内地の東京またはその周辺に居住している18歳以上40歳未満の女性236名

を対象に配票留置法による質問紙調査を実施した．質問項目は，年間衣服費，衣服の購買

方法，テレビ・雑誌などのメディアとの接し方，購買時の選択基準などである．調査結果

は単純集計, t検定，および因子分析による解析をもとに検討した．

　[結果](1)離島と内地で上記項目の平均値の差が5％の危険率で有意であった項目は，

年間衣服購買回数，年間衣服費，テレビ視聴時間，新聞・雑誌閲読度，および衣服の購買

方法などであった.し(2)購買時の選択基準について因子分析を行ったところ，内地では第

一因子に柄，デザイン，似合いのよさ，色などの項目が高い因子負荷重を示したことから

外観を重視していることが推察された．離島では第一因子に体の動かしやすさ，手入れの

し易さ，丈夫さ，季節感，縫製，手に入れ易さなどの項目が高い因子負荷量を示したこと

から実用性および手に入り易さを重視していることが推察された．

2EP－6 　　　震災後に見られた服装の経時的変化
大阪女子学園短大　○井町晴江　増田依子

神戸大　岩崎錦　光沢滋美　　夙川学院短大（非） 吉野鈴子

＜目的＞　服装は、人間のおかれた自然環境や社会環境に応じて変化するものであり、そ

の状況における人間の心理を表出するとも言われる。
　ここでは阪神大震災という物心両面で極端に厳しい状態におかれた人間か、どのような

服装をしたか、また日時を経て環境か徐々に回復するにともなって、服装がどのように変

化していったかを記録・分析し今後の資にしたいと考えた。

＜方法＞　震災後、神戸三宮駅前の交差点で週２回の写真撮影による定時・定点観測を行
った。この写真から対象を一般に服装の変化か激しいといわれてきた女性にしぽって、衣

服の種類・色、鞄および靴の種類、帽子およびマスクの着用の有無を調べ、その頻度を求

めた。また、比較のために大阪でも同日に調査を行った。
＜結果＞　報道に見る震災直後の服装は、老若男女を問わずジャンパーやダウンジャケッ

トなど活動しやすい表着にズボンというのかほとんどであり、これにマスクをつけ、リュ
ックサックを背負ったスタイルか震災ルックと呼ばれた。しかし、環境か少しずつ回復し、

徐々に暖かくなるにつれて服装も変化した。すなわち、表着では身体の保護や汚れに対応
して着用されていたものからブレザーやカーディガンなど軽快でファッショナブルなもの

か着用されるようになった。下衣はズボンからスカートへの変化か明白に表れた。これら
の変化は、厳しい環境におかれて緊迫していた心に周囲か落ちつきを取り戻すにつれ、装

おうというゆとりか生じ、活動への意欲を高めようとする意識か表れたものであると考え

られる。
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